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　 北九州ひと みら いプレイ スは、 コ ムシテ

ィ （ 八幡西区） にある 11 の施設が連携し

た複合施設です。 各施設の特長や専門性を

生かし 、 子ども から 高齢者まで、 年齢、 国

籍、 文化、 障害の有無を問わず、 若者成長

の支援、 あら ゆる 世代の学びの充実、 さ ま

ざまな団体の活動支援、 すべての市民の交

流促進に取り 組み、 幅広い人づく り を 支援

し ています。

＜主な事業＞

◯北九州ひと みら いプレイ スの充実　

[ 市民文化スポーツ局八幡西生涯学習総合センタ ー ]

（ ４ ）「 学び」 と 「 活動」 の場づく り

①学んだ成果を活かす仕組み

　 学んだ成果を活動に活かすこ と は、 誰かの役に立っ ている と いう 喜びをも たら し 、 よ り

積極的に活動に参画する 熱意や、 更なる 課題解決のために新たな学びを 求めると いう 持続

的な「 学び」 と 「 活動」 の循環につながり ます。

    そのため、「 学び」 と 「 活動」 の一元的な情報提供を進める と と も に、 学習し た内容が

直接、 活動につながるボラ ン ティ アの養成講座を 実施し ます。 また、 すでに活動し ている

社会教育関係団体や NPO、 ボラ ン ティ ア団体などの運営に必要なスキルが習得でき たり、

団体の新たな活動へと つながる よう 、 様々な学習機会を 提供し ます。 さ ら に、「 学び」 に

参加し た人が自主的にボラ ン ティ ア組織や学習グループを立ち上げる ための支援を し てい

き ます。 こ う し たこ と で、「 学び」 と 「 活動」 の循環を 促進し 、 市民が学んだ成果を 活動

に活かす仕組みづく り を 進めます。
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＜主な事業＞

◯高齢者いき がい活動支援事業

　 高齢者の社会参加や生き がいづく り の促進を目的と し て、 高齢者が参加し やすいボ

ラ ンティ ア活動、 生涯学習、 仲間づく り 活動に関する 情報収集や活動のマッ チン グを

いきがい活動ステーショ ン で行います。（ 令和元年度利用者数： 3,698 人）

[ 保健福祉局長寿社会対策課 ]

　 ◯市民センタ ーク ラ ブ

　 市民の自主的な学習活動を 支援する ため、 市民セン タ ーで実施さ れる 講座終了後、

さ ら に継続的な学習を 希望する人達で作ら れたク ラ ブや自主的なサーク ル活動から ス

タ ート し たク ラ ブなど 4,733 ク ラ ブ（ 令和 2 年 4 月 1 日時点） が各市民センタ ーで活

動し ています。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]

②生涯学習関連施設の整備

　 生涯学習関連施設は、 市民の身近な学習・ 交流の場、 文化・ スポーツ の振興の拠点と し

て多く の市民に親し まれ利用さ れている 重要な施設です。

　 また、 急激な社会環境の変化が進む中で、 生涯学習関連施設には、 地域づく り ・ 人づく

り の拠点と し て地域の課題解決に向けた市民の学びと 活動を 支援し ていく 役割が求めら れ

ています。

　 そのため、 生涯学習関連施設では、 引き続き 、 市民が利用し やすい施設になるよ う 充実

を図ると と も に、 住民参加によ る課題解決や地域づく り がよ り 活発になるよ う 取り 組みを

進めます。 　

　 また、 本市においては、 様々な種類の施設が、 旧市あるいは区ごと に配置さ れ、 その結

果、市民一人当たり の施設保有量が政令市で最も 多く なっ ています。（ 政令市平均の 1.5 倍）

　 その一方で、公共施設に関する 本市の投資水準では、保有し ている 全ての施設について、　 　 　

今後、 現状の規模で大規模改修や建て替えを 進めていく こ と は困難です。

　 そのため、「 北九州市公共施設マネジメ ン ト 実行計画」 に基づき 生涯学習関連施設につ

いても 、 施設の利用状況や老朽化の状況を見ながら 、 施設の適正配置、 複合化、 多機能化

など、 よ り 効率的な施設運営を 目指し 、 将来的な財政負担を 軽減するための取り 組みを 進

めます。
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■具体的な施策

（ １ ）「 学び」 と 「 活動」 を通し た人材の発掘・ 育成

（ ２ ）「 学び」 と 「 活動」 をつなぐ 人材の発掘・ 育成

■指標等

　 ◎指標

　 ◎モニタ リ ン グ項目

     施策の柱 2　「 学び」 と 「 活動」 による人づく り
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■取り 組み

（ １ ）「 学び」 と 「 活動」 を 通し た人材の発掘・ 育成

①地域ボラ ンティ アの発掘・ 育成

   本市における「 生涯学習意識調査」 の結果では、「 地域のために役立ち たい」 と 思っ て

いる 人は約 7 割います。 ボラ ンティ ア活動は、 地域や社会を よ り よ く し ていく こ と に役立

つと と も に、 活動する自分自身も 豊かにし てく れる 力を 持っ ています。 ボラ ン ティ ア活動

を通し て、 さ まざまな人たち と 知り 合っ たり 、 協力し あう こ と で、 人と のつながり を広げ

るこ と も できます。

   また、 人口減少時代の地域が直面する様々な困難な状況の中で 、 住民が主体的に課題を

発見し 共有し 解決し ていく こ と が求めら れています。

   そのため、 地域の課題と なる健康・ 子育て・ 環境・ 防災、 人権等の様々な課題解決に取

り 組むための学習機会を 提供し 、 地域づく り を 担う ボラ ンティ アを 発掘・ 育成し ていき ま

す。

　 また、 本市では、 様々な学びを通し て活動し ている婦人会、 PTA など、 地域に根ざし た

社会教育関係団体を はじ め、 NPO やボラ ン ティ アなど、 数多く の団体が地域で活躍し てい

ます。

　 そのため、 こ れら の団体の活動を 支援、 協働する こ と で、 活動がより 活発になる よう 支

援し ていき ます。

＜主な事業＞

◯ボラ ン ティ ア大学校運営事業　

　 地域福祉活動やボラ ンティ ア活動を 担う 人材を 育成する ため、 北九州市社会福祉協

議会のボラ ン ティ ア・ 市民活動センタ ーと 一体と なり 、 市民に広く 研修機会を提供し

ています。（ 令和元年度： 研修・ 講習開催回数 45 回、 受講者数 2,933 人）

[ 保健福祉局地域福祉推進課 ]

◯子育てサポータ ーの配置

　 子育て中の親子を温かく 迎え入れ、 身近な相談相

手になる と と も に、 親子同士をつなぎ、 親子の成長

を 地域で見守る 環境づく り のため、「 子育てサポー

タ ー」 を 育成し ています（ 1,561 人（ 令和 2 年 4 月

1 日時点））。 市民セン タ ーのフ リ ースペース等にお

いて、 子ども の見守り や子育て支援に関する 事業の企画・ 運営に携わっ ています。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]
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②地域リ ーダーの発掘・ 育成

　 高齢化の進展や共働き 世帯の増加等により 、 自治会の役員のなり 手が不足し ています。

　 一方、 前述のと おり 「 地域の役に立ち たい」 と 思っ ている 人はいます。

　 そのため、 様々な「 学び」 の場や「 活動」 の場を 提供し 、「 地域の役に立ち たい」 と い

う 人材を 発掘し ます。

　 また、 住民主体のまち づく り を推進するためには、 その中心と なる リ ーダーが必要と な

り ます。 リ ーダーには、 地域を より よ く し たいと いう 熱意と 信念を持ち 、 地域住民の様々

な意見を 引き 出し 、 つながり を つく り 、 地域に関わっ ていく こ と のでき る人材が求めら れ

ています。

　 そのため、「 地域の役に立ちたい」 と いう 人達や、 すでに様々な活動し ている 人達にス

キルアッ プを 図る ための学習機会を提供する こ と で、 地域活性化の中心と なるリ ーダーを

育成し ます。

＜主な事業＞

◯地域力アッ プセミ ナー

　 昭和 43 年度に「 婦人指導者セミ ナー」 と し てスタ ート し 、 当時の受講対象者は女

性のみでし たが、 平成 16 年度から は男性も 受講対象者と なり まし た。 平成 23 年度

から は現在の名称と なり 、 受講者数は 1,951

名と なっ ています。

　 地域への帰属感や連帯感を 共有でき 、 学ん

だ成果を地域で活かすこ と ができ る人材の育

成を目的と し ており 、受講生が自ら が学習し 、

主体的に関わる こ と で地域づく り を実践的に

学べる 講座と なっ ています。

[ 市民文化スポーツ 局生涯学習総合セン タ ー ]

◯女性リ ーダー国内研修　

　 北九州市民カ レ ッ ジ講座「 地域力アッ プセ

ミ ナー」、「 社会教育・ 生涯学習基礎講座」 な

どの修了者で、 地域での活動や取組に貢献し

たいと 考える市内在住の女性を対象に、 国立

女性教育会館などへの視察研修やその他研修

を 実施し ています。 生涯学習活動に必要な専

門的知識や手法を 学ぶこ と で、 資質向上を 図

り 、 研修生が地域のリ ーダー的な役割を担い活かし ていく こ と を目指し ています。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習総合センタ ー ]
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（ ２ ）「 学び」 と 「 活動」 を つなぐ 人材の発掘・ 育成

①「 学び」 と 「 活動」 を コ ーディ ネート する 人材の発掘・ 育成

　 本市における 「 生涯学習意識調査」 における 地域関係者へのアン ケート で、 生涯学習を

地域活動等に活かすために必要なこ と は、「 学んだ人と 地域の人を つなぐ マッ チン グ」 と

回答し た割合が最も 高く なっ ており 、 その仕組みが求めら れています。

　 その仕組みを 上手く 機能さ せるためには、 学習成果を 活かし たい市民と それを求める 市

民や団体・ 機関をつなぐ 役割を 担う 、 専門人材が必要です。

　 そのため、 様々な学びの場を 提供し 、 多種多様な人材を集め、 人と のつながり や学びを

通し て、 よ り 学ぼう と いう 生涯学習への高い意識を 持っ た人材を発掘し ます。 更に、 その

人達に、コ ーディ ネ－タ ーと し ての専門知識を 養う ための研修等を実施し 、「 学び」 と 「 活

動」 をつなぐ 人材を 育成し ます。

＜主な事業＞

　

◯地域・ 人づく り アド バイ ザー（ 社会教育主事）

　 各区役所コ ミ ュ ニティ 支援課及び生涯学習総合セン タ ーへ社会教育主事を 配置し て

います。（ 令和 2 年 4 月 1 日時点 :8 人） 社会教育主事は、 社会教育を 行う 人への専門

的、 技術的な指導や助言を 行い、 生涯学習活動を 支援し ています。 また、 各区役所に

配置さ れている社会教育主事は地域づく り 支援の役割を明確に位置づける ため、 令和

元年度から 職名を 「 地域・ 人づく り アド バイ ザー（ 社会教育主事）」 へ変更し まし た。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習総合セン タ ー ]

[ 各区役所コ ミ ュ ニティ 支援課 ]

◯生涯学習推進コ ーディ ネータ ーの配置

　 市民の生涯学習の推進なら びに市民セン タ ー等の活性化を図る ため、 市民セン タ ー

と 地域を つなぐ 人材と し て、 市民セン タ ーに「 生涯学習推進コ ーディ ネータ ー」 を配

置し ています。

　 市民センタ ーで実施し ている生涯学習事業の企画・ 運営に携わっ ています。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]

◯地域学校協働活動推進員

　 地域等と 学校と のパイ プ役と し て、 学校の要望に応じ てスク ールヘルパー等の人材

発掘や「 地域学校協働活動」 の企画・ 立案、 学校と 地域住民、 民間企業、 団体・ 機関

等と の連絡・ 調整、 地域住民への情報提供・ 助言・ 活動推進などに携わっ ています。

[ 教育委員会指導第一課 ]
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　 施策の柱 3　「 学び」 と 「 活動」 によるつながり づく り

■具体的な施策

（ １ ）「 学び」 と 「 活動」 によ る 仲間づく り

（ ２ ） つながり から 生まれる 地域への愛着・ 誇り

（ ３ ） 学校と 家庭・ 地域がつながる教育力の向上

■指標等

　 ◎指標
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■取り 組み

（ １ ）「 学び」 と 「 活動」 による仲間づく り

①「 学び」 と 「 活動」 を きっ かけにし た仲間づく り

　 本市における 「 生涯学習意識調査」 の結果では、 学習活動を し たこ と で良かっ たこ と と

し て、「 学習を通じ て、 仲間や友人ができた」（ 45％） と の回答が多く あり ます。

　 人と 人と のつながり の希薄化等が進むなか、 地域での見守り や支え合いの関係を 構築し

ていく と と も に、 地域や社会の様々な活動に参加し よう と する 機運を高めていく 必要があ

り ます。

　 また、 様々な場において、 人が共に学んだり 、 活動し たり するこ と はふれあいや交流を

生み、 仲間意識を強く し ます。

　 そのため、 よ り 多く の人が集まり 仲間づく り につながるよ う 、 ラ イ フ ステージに応じ た

学習機会や共通の課題・ テーマに沿っ た活動機会を 提供し ます。

　 また、 子ども から 高齢者まで世代を超えた縦のつながり が生まれるよ う 、 地域において

様々な交流の場を提供し て仲間づく り につなげていきます。

　 ◎モニタ リ ング項目
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＜主な事業＞

　

◯生涯学習市民講座　

◯文化・ 歴史の伝統継承　

　 地域の文化や歴史を次世代に受け継いでいく こ と

を目的と し て、 市民や子ども を 対象と し た歴史・ 考

古学講座を開講し ています。 また、 小学校等を 対象

に、 市内で発掘さ れた出土品（ 埋蔵文化財） の実物

に触れながら 歴史を 学ぶこ と ができ る出前講座を実

　 市民一人一人が健康で心豊かな生活を送り 、 生きが

いづく り や生活に必要な知識、 技術を 習得する だけで

なく 、 地域課題や社会的課題の解決につなげる ため、

各市民セン タ ー等で幅広い分野にわたる講座を 実施し

（ ２ ） つながり から 生まれる地域への愛着・ 誇り

①シビッ ク プラ イ ド の醸成（ 地域文化、 生涯スポーツ）

　 人間関係や地域コ ミ ュ ニティ の希薄化が進むなか、地域で共に学び、課題を共有し たり 、

相互に認め合い、 地域を 思い、 自主的に活動する 中で生まれる 人と 人と のつながり から 、

地域に対する 愛着や誇り 、 帰属意識が育まれます。

　 そのため、 自ら も 当事者と し て地域づく り に意欲的に取り 組めるよ う な「 学び」 と 「 活

動」 の機会を 提供し 、 シビッ ク プラ イ ド の醸成を 図り ます。

≪①－１ 　 文化振興による シビッ ク プラ イ ド の醸成≫

　 市民が地域において、 歴史や伝統、 優れた文化に関わる こ と は、 地域と の結びつき を

強め、 そこ に住む人同士の絆を育みます。 そう し た活動は、 市民自身が住んでいるまち

や働いている まち に「 愛着」 を 感じ 、「 誇り 」 に思い、 そし てこ のまち に関わっ ている

一人である と いう 当事者意識を持つこ と につながり ます。

　 そのため、「 伝統文化の発掘・ 継承」「 文化財の保存・ 継承」 などを 通じ て、 本市の歴

史や伝統、 文化を 、 次代を 担う 子ども たち に引き 継いでいきます。

   また、 市民が文化芸術に気軽に触れ、 楽し む機会を増やすこ と で、 郷土を 愛する心を

育んでいき ます。

＜主な事業＞

ています。（ 令和元年度： 69,165 人参加）

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]

施し ています。 　 [ 市民文化スポーツ局文化企画課 ]
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◯博物館セカ ン ド スク ール事業

　 博物館を 第２ の学校と し て位置づけ、 ミ ュ ージアムティ ーチャ ーによ る 体験学習

の実施や学習プログラ ムの作成等に取り 組み、 理科・ 社会科への学習意欲の向上を

図る と と も に博学連携を 推進し ます。 特に、「 博物館への誘致事業」、「 学校教育支

援事業」、「 家庭教育支援事業」、 の 3 つの柱を かかげ、 学校教育現場と 博物館の結

びつき を強めていき ます。

[ 市民文化スポーツ 局自然史・ 歴史博物館 ]

≪①－ 2　 スポーツ の振興によ るシビッ ク プラ イ ド の醸成≫

　 スポーツや健康づく り は、 心身の健康保持や健康寿命の延伸だけでなく 、 青少年の健

全育成、家族や仲間と のふれあい、地域コ ミ ュ ニティ の再生・ 活性化などの礎と なり ます。

　 そのため、 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツの機会を提供し 、 市民の「 豊かなスポー

ツ ラ イ フ 」 を 支援し ます。

　 また、 大規模スポーツイ ベント の開催や本市を ホームタ ウン と する プロ スポーツチー

ム等の市民観戦事業、体験教室の開催など市民がスポーツ に親し むきっ かけ作り を 進め、

スポーツ を通じ た元気なまち づく り につなげていきます。

＜主な事業＞

　

◯総合型地域スポーツク ラ ブ育成・ 支援事業

　 子ども から 高齢者までスポーツを 楽し むこ と ができる 総合型地域スポーツク ラ ブ

が、 市内に 9 ク ラ ブあり 、 各ク ラ ブで、 スポーツ教

室やイ ベン ト の企画・ 運営などを行っ ています。 本

市では、 総合型地域スポーツク ラ ブの育成・ 支援を

行う こ と で、 本市のスポーツレ ク リ エーショ ン の更

なる 普及・ 振興を図り ます。

[ 市民文化スポーツ 局スポーツ 振興課 ]

◯北九州マラ ソ ン開催事業

　 スポーツ の振興を 図る ため、 1 万人規模のマラ ソ

ンを 開催し ます。 また、 全国から 参加する ラ ン ナー

等への食のおも てなし やコ ース沿いに位置する 観光

資源を 通し て、 本市の魅力をＰ Ｒ すると と も に、 シ

ビッ ク プラ イ ド の醸成を 図り ます。

[ 市民文化スポーツ 局スポーツ 振興課 ]
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（ ３ ） 学校と 家庭・ 地域がつながる教育力の向上

①家庭教育支援の充実

　 家庭は教育の出発点です。 し かし ながら 、 共働き 世帯の増加、 地域と のつながり の希薄

化など、 子ども や家庭を 取り 巻く 環境が大き く 変化する 中で、 家庭教育の支援を よ り 充実

し ていく こ と が求めら れています。

　 そのため、 家庭教育関連事業を実施する関係部局間で連携し 、 家庭教育に関する 啓発を

図る と と も に、 学習機会を提供し ていき ます。

　 また、 仕事や子育てなどで忙し く 、 学習の機会に参加でき ない保護者に対し 、 ホームペ

ージやＳ Ｎ Ｓ などのイ ン タ ーネッ ト を 活用し て家庭教育に役立つ情報を 効果的に発信し 、

家庭教育の支援を 充実し ていき ます。

＜主な事業＞

◯家庭教育学級　

　 市民セン タ ーと PTA、 学校等が連携し 、 同じ 年

代の子ども を持つ保護者が、 お互いの経験や情報

を 交換する と と も に、 楽し く 交流し ながら 学び合

う 場と し て「 家庭教育学級」を 実施し ています。（ 令

和元年度： 19,285 人参加）

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]

②家庭・ 地域・ 学校の連携促進

　 虐待の事案などにも 見ら れる よう に、 支援の必要な家庭では、 経済的・ 社会的・ 精神的

困難などが複雑に絡み合っ ているこ と が多いと 言われています。

　 こ う し た社会的な課題に対応し ていく ためには、 従来の学校と 教育委員会における取り

組みのみなら ず、 家庭への働き かけや連携、 地域の大学・ 企業・ 団体や専門的な人材等と

の協働、 保健・ 福祉分野と の連携が不可欠であり 、 関係部局・ 機関等の垣根を越えて、 市

民総ぐ る みで子ども たち を支援する取り 組みを進める必要があり ます。

　 特に最近では、 地域が学校を 支援する 仕組みや体制の構築が図ら れており 、 今後はさ ら

に、 地域と の連携・ 協働を進める取り 組みを 検討する必要があり ます。

　 そのため、 引き 続き、 様々なボラ ン ティ アと 連携し 、 各学校の実情に応じ て、 地域全体

で学校教育を 支援する取り 組みを進めます。
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成に取り 組んでいます。（ 令和元年度： 55,370 人参加）

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]

◯青少年ボラ ンティ アステーショ ン　

　 青少年の成長に欠かすこ と のできないさ まざまな体験

活動を 通じ 、社会性や協調性を 身に付ける こ と を目的に、

青少年が参加し やすいボラ ン ティ ア活動の場や機会を 創

出し ます。

[ 子ども 家庭局青少年課 ]

＜主な事業＞

◯コ ミ ュ ニティ ・ スク ール、 地域学校協働事業

　「 社会に開かれた教育課程」 の実現に向けた基盤と し て、地域と 学校が連携・ 協働し 、

地域全体で未来を 担う 子ども たちの成長を 支えていく ために、「 コ ミ ュ ニティ ・ スク

ール（ 北九州市型コ ミ ュ ニティ ・ スク ールを 含む）」 と 「 地域学校協働活動」 の一体

的な推進を図り ます。

[ 教育委員会指導第一課 ]

③地域における 子ども たちの発達・ 育成を促す環境づく り と 体験活動の促進

　 少子化や地域コ ミ ュ ニティ 意識の希薄化などによ り 、 子ども 会活動を はじ め地域におけ

る子ども の活動は全体的に低迷し ている 状況にあり ます。

   地域づく り の未来の担い手である子ども たち の育ち を地域で支える こ と が、 地域の活性

化につながっ ていき ます。

　 また、 子ども たち の豊かな人間性を育み、 自ら 学び、 自ら 考える 力など「 生きる 力」 の

基盤をつく り 、 子ども の成長の糧につなげていく こ と が求めら れています。

　 そのため、 地域住民、 子育て支援団体、 NPO、 企業など、 地域の多様な主体が参画し 、

地域全体で子ども たちの発達・ 育成を促す環境づく り に取り 組みます。

　 特に、 世代間交流や体験活動は、 豊かな人間性や自ら 学び、 自ら 考える力などの「 生き

る力」 の基盤、 子ども の成長の糧と し ての役割が期待さ れています。

　 そのため、 地域、 子ども 会などの青少年育成団体と 連携し 、 世代間交流・ 異学年交流や

生活体験、 自然体験、 社会体験など、 体験活動の充実に取り 組みます。

＜主な事業＞

◯生涯学習市民講座（ 地域・ 子ども 交流講座）　

　 地域の特色を活かし 、 家庭・ 地域・ 学校等が連携し て、 世代間交流や様々な体験活

動の機会等を 提供し 、 地域全体で子ども を 見守り 育てる意識を 高め、 子ども の健全育


